
 
 

「国語」専門領域 

１ 「国語」専門領域とは 

「国語」専門領域は、言葉や文字、文化、言葉の教育などに興味のある人に考える場を確保する専

門領域です。国語の運用に関する研究も扱うという意味では、あらゆる領域の基礎をなす場であるとも言

えるでしょう。 

この領域は、大きくふたつに分類することも可能です。まず、具体的に教室で国語をどのように教えるの

か、という実践的な領域。ついで、教室で国語として教える内容をより深く探求する研究的な領域です。も

ちろん両者は相互交通的な関係にあります。言葉と文化をめぐる専門領域なので、どのゼミに所属しても

数多くの本や文献を読むことが必須となります。 

 

2 取得できる免許 

 小学校教諭一種免許のほか、中学校教諭一種免許（国語）を取得することが、必要です。 

 また、副免許として、高等学校教諭一種免許（国語）および高等学校一種免許（書道）を取得すること

ができます。 

 

3 担当教員 ※過去の卒業論文の題目は、『横浜国大 国語研究』（http://urx2.nu/L6Rl）に掲載されています 

専門分野 主な担当授業科目 

氏 名 現在の研究課題 

最近の卒業論文例 

近現代文学 「日本文学講読Ⅱ」「日本文学講義Ⅱ」 

一柳 廣孝 日本の近現代文学を中心とするテクストの分析 

近現代における「怪異」表象の文化研究 

辻村深月『かがみの孤城』論 

坂口安吾『吹雪物語』論 

村上春樹「アフターダーク」論 

町屋良平『坂下あたると、しじょうの宇宙』論 



 
 

書写・書道 「中等教科教育法（書道）」「書写実技」「書法Ⅰ・Ⅱ」 

青山 浩之 書写書道教育の指導論および授業研究 

文字を手書きする意識、感覚と技能に関する研究 

流行り文字の研究ー女性と文字の関係から今後を考えるー 

学校教育における「ノート」作成の意義と効果的な利用に関する研究 

小学校国語科書写における書字動作の指導に関する一考察 

手紙における手書きの効果と価値 

GIGA スクール構想の進展と手書き入力に関する課題 

国語学 「日本語学概説」「日本語史」「日本語学演習」 

古田 恵美子 日本語を中心とする言語の歴史についての研究 

日本における古代・中世の言語生活の研究 

「沖縄語」の研究 

「室町時代の能本・謡本における濁点表記について」 

「お世話になっております」の挨拶化 

『源氏物語』と『枕草子』における「あはれ」と「をかし」の意味・用法の相違 

中国古典文学 「中国古典文学講読」「中国古典文学講義」 

高芝 麻子 唐詩を中心とした中国の古典文学研究 

江戸・明治時代の日本の漢詩漢文研究 

『金瓶梅』における善人と悪人 

『世説新語』における竹林の七賢 

古代中国の自然観と竜 

中国文学における狐異類婚－『聊斎志異』「蓮香」を中心にー 

国語教育 「初等教科教育法（国語）」「国語教育演習Ⅰ」 

石田 喜美 国語教育・読書教育におけるゲーム/ゲーミフィケーション 

マイノリティを包摂する国語教育カリキュラム・教材の研究 

ICT 活用による音声言語能力を高める学習指導の提案 

小学校における発達心理学に基づいた要旨・要約指導教材の提案 

「学校内サードプレイス」のデザイン原則に関する研究 

小学校通常学級におけるユニバーサルデザインの授業づくりに関する研究 



 
 

4 もっと知りたい人のために 

 【学会・研究会ホームページ・ブログ】 

横浜国立大学国語教育研究会 http://ynukokugo.blogspot.com 

 

【学会・研究会機関誌】 

 横浜国立大学国語教育研究会『横浜国立大学国語教育研究』 http://urx2.nu/L6Rg 

  横浜国立大学国語日本語教育学会『横浜国大 国語研究』http://urx2.nu/L6Rl 

 横浜国立大学古典デザイン研究会『古典教育デザイン』http://urx2.nu/L6Rt 

 


